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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 イ スラ ー ム の 教 
え を 定義 する 多く の 基盤 に 基づく いく つか の 概 
念 が あり ます 。 全 て の 文献 に お いて 、 ま ず 、 イ 
スラ ー ム が タウ ヒー ド の 教え で ある こと が 明 ら 
か に され て いま す 。 タ ウ ヒ ー ド の 信条 を 示す 多 
く の ク ルアー ン の 言葉 の うち ーー つ は 、「 あ な た が 
た の 神 は 唯一 の 神 (アッ ラー) で ある 。 か れ の 
外 に 神 は な く 、 慈悲 あま ね く 慈 愛 深き 方 で ある 」 
(雌牛 章 第 1 6 3 節 ) と 述べ られ て いま す 。 ム 
りみ と か る た だめ に 肌 え 
な けれ ば いけ な い 二 つの 
文章 か ら な る 文言 の 名 称 
も 「 カ リマ ・ イ ・ タ ウ ヒ 
SR すか や ちち デマ タテ ダー 
を 唯一 で ある と する 言葉 
で す 。 ク ルアー ン は 人 々 
を 、 タ ダウ ヒー ド の 信仰 の 
も と に 一 体 化 し 、 共 に あ 
る こと へ と 招き ます 。 
私 た ちの 教え は 慈悲 の 教え で あり 、 慈 し 
み と 憐 れ み 深 さ の 教え で す 。 ク ルアー ン が 教え 
て いる と ころ に よる な ら 、 預 言 者 ムハンマド は 
「 世 界 へ の 慈悲 」 と し て 遣わ され ま し た 。 そ の 
た め に 私 た ちの 文明 で は あら ゆる も の の 権利 が 
保護 され て きま し た 。 慈悲 の 預言 者 は 、 乾 き に 
茸 し む 犬 に 水 を 飲ま せ た と いう 理由 で 天国 を 獲 
得 し た 人 の こと を 、 大 き な 幸 福 と 共に その ウン 
マ へ 模範 と し て 示さ れ ま し た 。 こ の た め 歴 史 を 
通し て ムスリム た ち は 通 り に いる 動物 た ちや 傷 
つい た 渡り 鳥 へ の 奉仕 の た め 、 貧 しい 女 性 が 嫁 
入り 道具 を 用 意 す る た め と いっ た 目的 で すら 、 
ワク ン フ (宗教 寄進 ) を 設立 し て きま し た 。 モ ス 
ク の 矢 塔 を 造る 際 に も 鳥 た ちの こと が 考慮 され 
て いま し た 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 私 た ちの 教え は 
愛情 と 兄弟 愛 ・ 友 情 の 教え です 。 ク ルアー ン に 
お いて も 、 預 言 者 の ハデ ィ ー ス に お いて も 、 信 
者 た ち は 上 兄弟 で ある こと 、 互 い に 上 兄弟 と し て 振 
舞い 、 共 に 平和 的 に 生き る べき で ある こと が 語 

























































































































































































られ て いま す 。 

私 た ちの 教え の 最も 重要 な 特徴 の ひひ と つが 、 
多様 性 や 多 文 化 性 に ひら か れ た 世界 観 を 備え る 
原則 を 持っ て いる こと 、 豊 か な 克 容 の 文化 を 形 
成 し て いる こと で す 。 事実 歴史 上 ムスリム た ち 
は 異な る 教え や 民俗 に 属す る 人 々 に 対し 公正 に 
振舞 うと いう 原則 を 何 世紀 も 実践 し て きま し た 。 
預言 者 へ ムハンマド は 「 人 々 よ 『! あな た 方 は 皆 、 
デー デ み の 子 供 た ち で ある 。 デ ー デ ム は 土 か ら 
創造 され た の だ 」 と 語ら れ 、 
人 々 が 共通 する 出 目 を 持 
つこ と 、 上 兄弟 で ある こと が 
本 来 で あり 、 異 な る と いう 
見 廊 が 誤り で ある こと を 
告げ られ て いま す 。 私 た ち 
の 聖なる 書物 は 、 私 た ち 皆 
が 同じ 男女 の 子孫 で ある 
こと 、 争 うこ と に よっ て で 
は な く 異 な る 個性 を 発展 
させ る こと に よっ て 互い と 知り 合い 、 認 識 し あ 
う 目的 で 異な る 民族 に 分 けら れ て いる と いう こ 
と を 伝え て いま す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 イ スラ ー ム の 庄 
民族 は 何 世紀 に も わた り 、 世 界 各地 で 支配 下 に 
お いた 地域 で 、 ム スリ ム た ち 、 そ し て 異な る 宗 
教 に 属す る 人 々 を 同じ 場所 で 平和 裏 に 生活 させ 
て きま し た 。 多 く の 教 え 、 多 く の 民 族 、 多 く の 
文化 を 持っ て いる と いう あり 方 は 、 私 た ちの 文 
明 の 何 世紀 に も わた っ て 守ら れ て きた 最も 重要 
で 人 間 ら し い 特 質 な の で す 。 現在 に お いて すら 、 
訪問 し た イス ラー ム 各 国 で 、 こ の 包括 的 な 、 懐 
の 広い 文明 の 証人 を 何 白 人 も 目 に する こと が で 
きる の で す 。 

宗教 的 、 民 族 的 特質 と し て 何 世 紀 も 実践 し 
て きた 、 前 述 の イス ラー ム の 普遍 的 な 兄弟 愛 や 
平和 と いっ た 原則 を 注意 深く 守る こと 、 そ れ ら 
に 害 を 及ぼ すこ と を 人 避け る こと は 、 私 た ち 皆 の 
大 切な 務め な の で す 。 
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